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正四角すいと三平方の定理－①
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①この正四角すいの高さＯＨを求めよ。
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①高さＯＨを求めよ。
②体積を求める。

③側面積を求める。
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④表面積を求めよ。
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側面積＋底面積＝表面積

②この正四角すいの体積を求めよ。

③この正四角すいの側面積を求めよ。

④この正四角すいの表面積を求めよ。

○三平方の定理を利用！

○ 体積＝底面積×高さ×
1
3

○ 側面積＝△ＯＡＢの面積×４

○ 表面積＝側面積＋底面積
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正方形の対角線の交点Ｈはそれぞれの対角線を２等分する。AH＝CH

はじめにＡＨの長さを求める
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高さを求める

側面積 底面積

三平方ＮＯ１０

?

高さOHは正
方形の対角線
の交点と交わ
る！
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